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流
れ
で
も
あ
る
（
日
本
で
使
わ
れ
て
い
る

培
養
酵
母
は
す
べ
て
輸
入
品
）。

し
か
し
、
２
０
０
０
年
代
に
入
っ
て
、

野
生
酵
母
を
使
う
ワ
イ
ナ
リ
ー
が
出
て
き

た
。
野
生
酵
母
は
管
理
が
難
し
い
が
、
発

酵
が
ゆ
っ
く
り
で
、
予
想
で
き
な
い
面
白

い
味
わ
い
に
な
る
。
予
期
し
な
い
複
雑
な

香
り
や
味
わ
い
を
生
み
出
す
こ
と
が
あ

る
。
柔
ら
か
く
繊
細
で
口
当
た
り
が
や
さ

し
く
な
る
。
つ
ま
り
、
個
性
的
で
上
質
な

ワ
イ
ン
が
で
き
る
。
速
効
で
予
想
通
り
の

効
果
が
現
れ
る
培
養
酵
母
と
違
い
リ
ス
ク

は
あ
る
が
、
美
味
し
い
ワ
イ
ン
を
目
指
す

ワ
イ
ナ
リ
ー
た
ち
が
こ
の
野
生
酵
母
を
使

い
始
め
て
い
る
。

野
生
酵
母
を
使
う
人
た
ち
は
醸
造
に
お

い
て
人
の
介
在
を
嫌
い
、「
ブ
ド
ウ
が
成

り
た
い
ワ
イ
ン
に
な
れ
る
よ
う
に
、
お
手

伝
い
す
る
だ
け
」
と
い
う
の
が
信
条
だ
。

そ
の
た
め
、「
火
入
れ
は
し
な
い
」。
人
工

酵
母
も
使
わ
な
い
。

今
で
も
、多
数
派
は
人
工
酵
母
で
あ
る
。

大
規
模
ワ
イ
ナ
リ
ー
は
リ
ス
ク
の
あ
る
野

生
酵
母
は
使
え
な
い
。
小
規
模
ワ
イ
ナ

リ
ー
が
野
生
酵
母
を
使
っ
て
い
る
が
、
ま

だ
少
数
派
だ
。
欧
米
で
も
然
り
だ
。

野
生
酵
母
を
使
う
場
合
、
原
料
ブ
ド
ウ

は
有
機
栽
培
で
あ
る
。
農
薬
を
使
う
と
野

生
酵
母
が
働
か
な
い
か
ら
だ
。
無
農
薬
栽

培
が
前
提
に
な
る
。
ま
た
、
亜
硫
酸
等
の

添
加
物
も
使
わ
な
い
。
無
農
薬
、
野
生
酵

２
０
０
０
年
代
に
入
っ
て
、
ワ
イ
ン
産

業
は
「
新
し
い
波
」
が
現
れ
た
。
栽
培
、

醸
造
、
さ
ら
に
品
種
で
も
新
し
い
動
き
が

現
れ
た
。
仏
映
画
界
に
１
９
５
０
年
代
、

商
業
映
画
に
束
縛
さ
れ
ず
自
由
奔
放
な
映

画
制
作
が
現
れ
た
。「
新
し
い
波
」（
ヌ
ー

ベ
ル
バ
ー
グ
）
だ
。
最
近
の
日
本
ワ
イ
ン

の
動
き
に
は
、
そ
れ
を
彷
彿
と
さ
せ
る
も

の
が
あ
る
。

「
野
生
酵
母
」
が
面
白
い
。
日
本
の
ワ
イ

ン
造
り
は
１
９
８
０
年
代
以
降
、
人
工
の

「
培
養
酵
母
」
を
使
う
の
が
普
通
に
な
っ

た
。
培
養
酵
母
は
扱
い
や
す
く
、
失
敗
し

な
い
、
安
全
だ
か
ら
だ
。
こ
れ
は
世
界
の
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叶 芳和

世
界
の
ワ
イ
ン
は
成
長
産
業
か
？　

西
欧
先
進
国
で
は
国
内
消
費
は
減
少
、
輸
出
は
増
加
、
生
産
は
横

ば
い
で
あ
る
。
輸
出
産
業
で
あ
り
、
生
産
の
３
～
５
割
は
輸
出
向
け
で
あ
る
。
製
品
差
別
化
が
大
き
く
、

価
格
帯
の
幅
は
大
き
い
が
、
日
本
よ
り
低
廉
な
価
格
が
多
い
。
小
規
模
ワ
イ
ナ
リ
ー
が
多
い
の
も
世
界

共
通
。
日
本
は
世
界
の
動
向
に
何
を
学
ぶ
か
。

世
界
ワ
イ
ン
は
成
長
産
業
か
？

西
欧
先
進
国
は
消
費
減
、輸
出
伸
長

日
本
ワ
イ
ン
比
較
優
位
産
業
論
　
現
地
ル
ポ
　
第
13
回
〈
番
外
編
〉

農業は

になった！

先進国型産業

33
１

ワ
イ
ン
の
ヌ
ー
ベ
ル
バ
ー
グ

―
―
産
業
社
会
の
変
動
期
を
先
駆
け
る
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は
こ
の
方
向
に
流
れ
て
い
る
。
本
物
の
も

の
づ
く
り
で
自
分
ら
し
さ
を
追
求
し
表
現

す
る
こ
と
に
価
値
を
見
出
す
時
代
へ
と
変

化
し
て
い
る
。
時
間
を
忘
れ
て
働
き
、
あ

る
い
は
都
会
を
離
れ
地
方
の
山
中
で
ワ
イ

ン
造
り
に
励
む
若
者
が
い
る
の
も
、
そ
の

た
め
で
あ
る
。
若
者
だ
け
で
は
な
い
。
ワ

イ
ナ
リ
ー
新
規
参
入
者
に
脱
サ
ラ
組
が
多

い
の
も
同
じ
理
由
で
あ
る
。

産
業
社
会
は
変
動
期
に
来
て
い
る
。
高

所
得
だ
け
が
職
業
選
択
の
要
因
で
は
な
く

な
り
つ
つ
あ
る
。
労
働
時
間
短
縮
に
着
目

し
た
「
働
き
方
改
革
」
も
、
政
策
の
輝
き

を
失
っ
て
い
る
。
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
な
仕

事
が
人
々
を
引
き
付
け
て
い
る
。
今
後
Ａ

Ｉ
が
進
歩
す
れ
ば
、な
お
さ
ら
で
あ
ろ
う
。

こ
う
し
た
若
者
の
価
値
観
の
変
化
が
社

会
（
産
業
社
会
）
に
与
え
る
影
響
を
取
り

込
ん
だ
産
業
論
が
な
い
。ワ
イ
ン
産
業（
日

本
ワ
イ
ン
）
は
こ
の
価
値
観
の
変
動
を
体

化
（em

body

）
し
て
お
り
、
産
業
社
会

の
新
潮
流
を
先
駆
け
て
い
る
。
ワ
イ
ン
論

は
文
化
論
や
ソ
ム
リ
エ
型
解
説
で
は
な

く
、
産
業
社
会
の
新
潮
流
を
取
り
込
ん
だ

議
論
が
期
待
さ
れ
る
。
こ
う
し
た
新
し
い

潮
流
は
広
く
経
済
学
に
も
影
響
を
与
え
て

い
く
で
あ
ろ
う
。

ス
モ
ー
ル
ビ
ジ
ネ
ス
優
位

ワ
イ
ン
は
ス
モ
ー
ル
ビ
ジ
ネ
ス
で
あ

る
。
小
さ
い
企
業
が
多
い
と
言
っ
て
い
る

わ
け
で
は
な
い
。
小
さ
い
企
業
の
方
が
有

利
で
あ
る
と
い
う
意
味
で
、「
ス
モ
ー
ル

ビ
ジ
ネ
ス
」
と
言
い
た
い
。

良
い
ワ
イ
ン
を
造
る
の
に
、sm

all

ビ

ジ
ネ
ス
は
優
位
に
立
て
る
。
先
述
し
た
よ

う
に
、
野
生
酵
母
は
大
企
業
で
は
リ
ス

ク
が
大
き
く
て
採
用
で
き
な
い
。
ま
た
、

自
己
表
現
で
き
る
産
業
と
い
う
点
で
も
、

sm
all

ビ
ジ
ネ
ス
が
い
い
。
幸
い
、
ワ
イ

ン
は
製
品
差
別
化
が
大
き
い
製
品
で
あ
る

か
ら
、
消
費
者
の
価
格
選
好
は
比
較
的
小

さ
く
、
規
模
の
利
益
の
重
要
性
が
相
対
的

に
小
さ
い
。
経
営
形
態
上
、
ワ
イ
ン
産
業

は
ス
モ
ー
ル
ビ
ジ
ネ
ス
が
優
位
に
あ
る
と

言
え
よ
う
。

も
ち
ろ
ん
、
小
さ
け
れ
ば
よ
い
と
い
う

も
の
で
は
な
い
（
十
分
条
件
で
は
な
い
）。

慣
行
的
な
ワ
イ
ン
造
り
を
脱
し
、
科
学
的

知
見
に
基
づ
い
て
ブ
ド
ウ
本
来
の
能
力
を

１
０
０
％
引
き
出
し
て
美
味
し
い
ワ
イ
ン

を
造
る“
科
学
す
る
醸
造
家
”だ
け
が「
ス

モ
ー
ル
・
イ
ズ
・
ビ
ュ
ー
テ
ィ
フ
ル
」
な

の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　

＊

「
ス
モ
ー
ル
ビ
ジ
ネ
ス
優
位
産
業
」説
は
、

産
業
論
と
し
て
の
概
念
の
試
み
で
あ
る
。

自
然
派
ワ
イ
ン
が
日
本
に
登
場
し
た
の
は

約
20
年
前
、
２
０
０
０
年
代
初
め
と
言
わ

れ
る
。
し
か
し
、「
自
然
派
ワ
イ
ン
」
と

い
う
概
念
は
、「
産
業
論
」
と
し
て
の
概

念
で
は
な
い
。
20
年
を
経
過
し
て
い
る
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
産
業
論
が
な
か
っ
た
。

産
業
論
に
も
ヌ
ー
ベ
ル
バ
ー
グ
が
必
要

母
、
亜
硫
酸
塩
ゼ
ロ
の
ワ
イ
ン
、
つ
ま
り
、

「
自
然
派
ワ
イ
ン
」
が
出
て
き
た
の
で
あ

る
。
新
し
い
潮
流
の
主
体
は
、
小
規
模
な

ワ
イ
ナ
リ
ー
で
あ
る
。

コ
コ
フ
ァ
ー
ム
ワ
イ
ナ
リ
ー
（
栃
木
）、

小
布
施
ワ
イ
ン
（
長
野
）、
ド
メ
ー
ヌ
タ

カ
ヒ
コ
（
北
海
道
余
市
）、
10
Ｒ
ワ
イ
ナ

リ
ー
（
北
海
道
岩
見
沢
）、
等
々
が
新
し

い
波
（
ヌ
ー
ベ
ル
バ
ー
グ
）
の
具
現
者
た

ち
だ
（
い
ず
れ
も
筆
者
の
現
地
ル
ポ
で
取

り
上
げ
て
き
た
）。こ
れ
ら
の
ワ
イ
ナ
リ
ー

に
関
係
し
て
き
た
ブ
ル
ー
ス
・
ガ
ッ
ト
ラ

ヴ
氏
（
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
デ
ー
ヴ
ィ

ス
校
出
身
）
は
日
本
ワ
イ
ン
の
イ
ノ
ベ
ー

タ
ー
と
言
え
よ
う
。

品
種
も
、
新
し
い
動
き
が
あ
り
、
多
様

化
し
て
き
た
。
ワ
イ
ン
醸
造
専
用
品
種
と

し
て
、
従
来
か
ら
あ
っ
た
シ
ャ
ル
ド
ネ
や

メ
ル
ロ
ー
の
ほ
か
、
ピ
ノ
・
ノ
ワ
ー
ル
や

ソ
ー
ヴ
ィ
ニ
ヨ
ン
ブ
ラ
ン
、
プ
テ
ィ
マ
ン

サ
ン
（
南
仏
産
品
種
）
を
栽
培
す
る
生
産

者
が
出
て
き
た
。
温
暖
化
対
策
へ
の
取
り

組
み
も
背
景
だ
。

ワ
イ
ナ
リ
ー
の
新
規
参
入
が
相
次
い
で

い
る
の
も
、
近
年
の
潮
流
だ
。
北
海
道
余

市
は
１
軒
だ
っ
た
が
、
２
０
１
０
年
以
降

新
規
参
入
が
相
次
ぎ
、
今
は
11
軒
に
増
え

た
。
長
野
県
千
曲
川
ワ
イ
ン
バ
レ
ー
は
２

０
０
０
年
代
初
め
２
軒
だ
っ
た
が
、
10
年

代
に
新
規
参
入
ラ
ッ
シ
ュ
が
起
き
、
今
や

16
軒
に
増
え
た
（
上
流
の
東
地
区
だ
け

で
）。
同
じ
長
野
県
の
桔
梗
ヶ
原
ワ
イ
ン

バ
レ
ー
（
塩
尻
市
）
は
古
く
明
治
期
か
ら

の
ワ
イ
ン
産
地
で
あ
る
が
、
２
０
０
０
年

代
初
め
ま
で
７
社
に
過
ぎ
な
か
っ
た
ワ
イ

ナ
リ
ー
数
が
、
10
年
代
に
入
っ
て
新
規
参

入
が
相
次
ぎ
、
今
や
18
社
に
増
え
た
。

産
業
論
の
ヌ
ー
ベ
ル
バ
ー
グ

実
は
、
ヌ
ー
ベ
ル
バ
ー
グ
は
二
重
の
意

味
が
あ
る
。
上
述
の
ワ
イ
ン
自
体
の
「
新

し
い
波
」
に
加
え
て
、
広
く
社
会
に
新
し

い
影
響
を
与
え
て
い
る
。

日
本
ワ
イ
ン
産
業
は
、
新
規
就
農
者
、

遊
休
荒
廃
地
の
解
消
な
ど
公
共
性
の
実
現

（
現
地
ル
ポ
参
照
）、
さ
ら
に
、
若
い
人
た

ち
が
自
己
実
現
で
き
る
産
業
で
あ
る
。
ワ

イ
ナ
リ
ー
は
１
万
本
の
小
規
模
で
も
世
界

に
自
分
を
ア
ピ
ー
ル
で
き
る
。
若
い
人
が

参
入
す
る
の
も
、
自
分
を
ア
ピ
ー
ル
で
き

る
か
ら
だ
。
加
え
て
、
ワ
イ
ン
は
文
化
と

共
生
し
技
術
進
歩
の
早
い
先
進
国
型
産
業

で
あ
る
こ
と
に
も
、
無
意
識
の
う
ち
に
、

彼
ら
は
魅
力
を
感
じ
て
い
る
。

ワ
イ
ン
造
り
は
自
己
表
現
で
き
る
ク
リ

エ
イ
テ
ィ
ブ
な
仕
事
で
あ
る
。
錬
金
術
師

さ
な
が
ら
ブ
ド
ウ
を
味
わ
い
深
い
美
味
し

い
ワ
イ
ン
に
変
容
さ
せ
る
プ
ロ
セ
ス
は
驚

き
と
発
見
、
そ
し
て
喜
び
に
満
ち
た
も
の

で
あ
る
。
多
少
の
所
得
や
ヒ
エ
ラ
ル
キ
ー

上
の
地
位
か
ら
得
ら
れ
る
ス
テ
ー
タ
ス
よ

り
、
は
る
か
に
価
値
が
あ
る
。

育
て
、
創
造
す
る
喜
び
に
価
値
を
見
出

す
時
代
が
来
た
。
若
い
人
た
ち
の
価
値
観
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数
で
44
％
、
生
産
量
で
86
％
を
占
め
、
２

位
以
下
の
オ
レ
ゴ
ン
州
や
ワ
シ
ン
ト
ン

州
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
を
大
き
く
引
き
離

し
て
い
る
。
最
近
の
傾
向
と
し
て
は
、
カ

リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
以
外
で
も
新
規
参
入
が

増
え
て
い
る
。

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
のE.&

J.Gallo

社
は

ワ
イ
ン
生
産
７
５
０
０
万
ケ
ー
ス
（
９
億

本
）
の
規
模
を
誇
る
巨
大
企
業
で
あ
り
、

１
社
で
米
国
全
体
の
２
割
以
上
を
占
め
る

（
全
米
生
産
量
３
・
３
億
ケ
ー
ス
）。
カ
リ

フ
ォ
ル
ニ
ア
州
の
比
重
が
大
き
い
の
は
同

社
の
影
響
で
あ
る
。

表
２
は
、
米
国
の
ワ
イ
ナ
リ
ー
を
規
模

別
に
見
た
も
の
で
あ
る
。
超
巨
大
ワ
イ
ナ

リ
ー
と
小
零
細
ワ
イ
ナ
リ
ー
が
併
存
し
て

い
る
。
全
米
総
数
は
１
万
超
あ
る
が
、
小

零
細
規
模
が
多
い
（
注
：
委
託
醸
造
し
て

い
る
ワ
イ
ン
メ
ー
カ
ー
を
含
む
）。
50
万

酒
類
は
全
世
界
、
ど
の
民
族
で
も
消
費

し
て
い
る
。
し
か
し
、
ワ
イ
ン
産
業
は
な

ぜ
か
先
進
国
（
そ
れ
ぞ
れ
の
時
代
の
）
で

発
展
し
て
き
た
。
技
術
進
歩
が
大
き
く
、

ま
た
、
文
化
と
共
生
し
て
き
た
た
め
で
あ

ろ
う
か
。
ワ
イ
ン
は
「
先
進
国
型
産
業
」

と
考
え
て
い
い
か
も
知
れ
な
い
（
仮
説
）。

日
本
の
ワ
イ
ン
産
業
は
歴
史
が
浅
い
。

欧
米
先
進
国
の
ワ
イ
ン
産
業
を
観
察
し
、

日
本
の
ワ
イ
ン
産
業
の
未
来
を
考
え
る
素

材
と
し
た
い
。

ま
ず
、
世
界
最
大
の
ワ
イ
ン
消
費
国
で

あ
る
米
国
の
ワ
イ
ン
産
業
か
ら
見
て
み
た

い
。
表
１
は
、
米
国
の
ワ
イ
ナ
リ
ー
数
を

地
域
別
に
見
た
も
の
で
あ
る
。
カ
リ
フ
ォ

ル
ニ
ア
州
の
比
重
が
圧
倒
的
に
高
い
。
軒

で
あ
る
。
色
々
な
産
業
に
ヌ
ー
ベ
ル
バ
ー

グ
が
現
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
新
し

い
概
念
を
付
与
す
る
こ
と
で
、
経
済
発
展

の
可
能
性
が
出
て
来
よ
う
。

＊�

本
論
は
ワ
イ
ン
産
業
の
本
質
規
定
に
関
わ
る

も
の
で
あ
っ
て
、
海
外
事
情
論
編
の
こ
こ
で

書
く
の
が
相
応
し
い
わ
け
で
は
な
い
。“
ワ
イ

ン
研
究
１
年
”
を
総
括
す
る
時
期
に
来
た
の

で
、
こ
の
場
を
借
り
た
次
第
で
あ
る
。

だ
。
高
度
成
長
期
以
降
を
見
て
も
、
ベ
ン

チ
ャ
ー
ビ
ジ
ネ
ス
（
中
村
秀
一
郎
・
清
成

忠
男
、１
９
７
０
年
代
）、ハ
イ
テ
ク
産
業
、

等
々
、
概
念
が
道
し
る
べ
と
な
っ
て
産
業

発
展
を
導
い
た
。
新
し
い
概
念
が
産
業
界

を
革
新
し
た
訳
だ
。
今
、
産
業
界
は
広
く

「
マ
イ
ク
ロ
革
命
」
が
起
き
て
い
る
。
半

導
体
の
進
歩
が
引
き
起
こ
し
た
新
し
い
波

ケ
ー
ス
以
上
は
わ
ず
か
１
％
で
あ
る
。

た
だ
し
、
生
産
量
の
比
率
で
見
る
と
、

大
規
模
ワ
イ
ナ
リ
ー
の
シ
ェ
ア
は
約
８
割

を
占
め
る
（
筆
者
試
算
）。
つ
ま
り
、
軒

数
で
は
１
％
に
過
ぎ
な
い
大
規
模
ワ
イ
ナ

リ
ー
が
、
全
体
の
約
８
割
を
生
産
し
て
い

る
（
過
少
推
計
か
？　

大
胆
な
仮
定
に
基

づ
く
試
算
で
あ
り
、
シ
ェ
ア
は
も
っ
と

大
き
い
可
能
性
あ
り
）。
先
述
のE

.&
J.

G
allo

の
よ
う
な
巨
大
企
業
が
存
在
す
る

か
ら
だ
。

一
方
、
山
梨
県
勝
沼
の
中
小
ワ
イ
ナ

リ
ー
程
度
、
１
０
０
０
～
５
０
０
０
ケ
ー

ス
以
下
の
ワ
イ
ナ
リ
ー
が
数
の
上
で
は

80
％
を
占
め
る
（
注
：
委
託
醸
造
し
て
い

る
ワ
イ
ン
企
業
を
含
む
）。生
産
量
の
シ
ェ

ア
は
３
％
で
あ
る
（
筆
者
試
算
）。
こ
こ

で
は
、
巨
大
ワ
イ
ナ
リ
ー
の
存
在
で
は
な

く
、
小
零
細
ワ
イ
ナ
リ
ー
も
数
多
く
存
在

し
て
い
る
こ
と
を
強
調
し
て
お
き
た
い
。

ち
な
み
に
、
２
０
１
９
年
７
月
現
在
の

ワ
イ
ナ
リ
ー
数
は
１
万
超
で
あ
る
が
、
13

年
の
ワ
イ
ナ
リ
ー
数
は
７
７
６
２
軒
で

あ
っ
た
。
６
年
間
で
31
％
の
大
幅
増
加
で

あ
る
。
小
零
細
規
模
が
急
増
し
て
い
る
よ

う
だ
。

カ
ジ
ュ
ア
ル
な
ワ
イ
ン
が
多
い

米
国
の
ワ
イ
ン
価
格
は
、
７
５
０
㎖
ボ

ト
ル
10
ド
ル
未
満
が
圧
倒
的
に
多
い
。
３

ド
ル
未
満
が
３
割
、
３
～
６
ド
ル
が
３
割

と
言
わ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
普
段
飲
み

2

米
国
の
ワ
イ
ン
産
業

―
―
巨
大
企
業
と
小
零
細
ワ
イ
ナ
リ
ー
の
併
存

州別
ワイナリー 生産量（千ケース）

軒数 ％ 数量 ％

カリフォルニア 4,510 44 288,000 86

オレゴン 791 8 4,600 1

ワシントン 780 8 15,000 5

ニューヨーク 405 4 12,000 4

テキサス 381 4 1,800 1

ペンシルバニア 305 3 950 0

バージニア 291 3 1,000 0

オハイオ 265 3 900 0

ミシガン 204 2 1,200 0

　全米 10,185 100 333,000 100

表１：米国の地域別ワイナリー数とワイン生産量
　　　（2018年）

出所：�Wines�Vines�Analytics�(https://winesvinesana　lytics.
com/statistics/winery/)�.

注：ワイナリー数は2019年７月現在（１ケースは750㎖×12本）。

規模別
単位ケース（750㎖×12）

  ワイナリー 生産量
推定％＊軒数 ％

大規模（500,000 ～） 71 1 78

中規模（50,000 ～） 270 3 12

小規模（5,000 ～） 1,669 16 7

極小（1,000 ～） 3,712 36 2

限界企業（～ 1,000） 4,463 44 1

　計 10,185 100 100

表２：米国の規模別ワイナリー数
　　　（2019年7月）

出所：Wines�Vines�Analytics�(https://winesvinesana
　　　lytics.com/statistics/winery/)�
注１：�Bonded�winery（酒税納入商業用ワイナリー）のほか、自ら

は畑も醸造場も持たずブドウを買って委託醸造でワインを
製造しラベルを貼って売るVirtual�wineryを含む。Bondedの
方が多い。例えば、カリフォルニアの場合、Bonded3370、
Virtual1130である。

注２：�＊生産量推定�は断片的な情報に基づく仮定の下、大胆な筆
者試算である。中規模以下の各規模の平均生産量をレンジ
上限値の3割と仮定し（例：中規模は15万ケース）、総生産
量からそれらを差し引いて大規模クラスを推定した。
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農業は先進国型産業になった！
日本ワイン比較優位産業論　現地ルポ　第13 回〈番外編〉
世界ワインは成長産業か？ 西欧先進国は消費減、輸出伸長33

世
界
の
ワ
イ
ン
産
業
は
成
長
産
業
で
あ

る
。
新
興
諸
国
で
の
消
費
の
伸
び
が
大
き

い
。
価
格
も
上
昇
し
、
輸
出
額
の
伸
び
は

著
し
い
。

欧
州
先
進
国
は
消
費
減
少

世
界
の
ワ
イ
ン
の
生
産
・
消
費
は
、
数

量
ベ
ー
ス
で
見
る
と
ほ
ぼ
横
ば
い
で
あ

る
。
し
か
し
、
欧
州
の
伝
統
的
な
ワ
イ
ン

先
進
国
で
は
消
費
は
減
少
傾
向
に
あ
る
。

１
人
当
た
り
消
費
量
ト
ッ
プ
の
フ
ラ
ン
ス

の
場
合
、
国
全
体
の
ワ
イ
ン
消
費
量
は
１

９
８
０
年
代
後
半
の
４
１
７
０
万
hl
（
１

ヘ
ク
ト
リ
ッ
ト
ル
は
１
０
０
ℓ
）
か
ら
、

２
０
１
８
年
２
６
８
０
万
hl
へ
減
少
、
つ

ま
り
ボ
ト
ル
換
算
（
７
５
０
㎖
）
で
55
憶

本
か
ら
35
憶
本
へ
減
少
し
た
。
イ
タ
リ
ア

は
同
期
間
３
６
６
０
万
hl
か
ら
２
２
４
０

万
hl
へ
大
き
く
減
少
し
た
（
国
際
ワ
イ
ン

ぶ
ど
う
機
構
Ｏ
Ｉ
Ｖ
統
計
）。

こ
れ
に
対
し
、
米
国
の
消
費
量
は
２
０

８
０
万
hl
か
ら
３
３
０
０
万
hl
へ
増
加
、

中
国
は
２
７
０
万
hl
か
ら
１
７
６
０
万
hl

に
増
加
し
た
。
ワ
イ
ン
消
費
は
新
興
国
で

伸
び
て
い
る
。

欧
州
の
生
産
は
消
費
量
ほ
ど
の
減
少
で

は
な
い
。
つ
ま
り
、
輸
出
が
伸
び
て
い
る

の
だ
。
欧
州
圏
の
ワ
イ
ン
輸
出
は
２
０
０

０
年
代
初
め
の
５
４
６
０
万
hl
か
ら
、
18

年
７
３
０
０
万
hl
へ
増
え
た
。
特
に
ス
ペ

イ
ン
の
輸
出
増
加
が
大
き
く
、
１
２
１
０

万
hl
か
ら
２
２
０
０
万
hl
へ
と
急
増
し
て

い
る
。

ワ
イ
ン
は
輸
出
産
業

ワ
イ
ン
は
“
輸
出
産
業
”
で
あ
る
。
主

要
国
で
は
、
生
産
に
占
め
る
輸
出
比
率
は

３
～
５
割
に
達
す
る
。
フ
ラ
ン
ス
29
％
、

イ
タ
リ
ア
36
％
、
ス
ペ
イ
ン
48
％
、
チ
リ

72
％
、オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
67
％
と
高
い（
表

４
参
照
、
２
０
１
８
年
）。

ち
な
み
に
、
ワ
イ
ン
貿
易
は
“
水
平
分

業
”
で
あ
る
。
フ
ラ
ン
ス
は
ワ
イ
ン
の
輸

出
国
で
あ
る
が
、
輸
入
国
で
も
あ
る
。
高

級
ワ
イ
ン
を
輸
出
し
、
低
価
格
ワ
イ
ン
を

輸
入
し
て
い
る
（
平
均
輸
出
価
格
は
６
・

ワ
イ
ン
の
生
産
者
が
多
く
、
高
級
プ
レ
ミ

ア
ム
ワ
イ
ン
の
生
産
者
は
少
な
い
と
言
え

よ
う
。

表
３
の
価
格
帯
の
情
報
は
、
も
う
一
つ

重
要
な
意
味
を
持
っ
て
い
る
。
同
じ
ワ
イ

ン
と
い
う
製
品
で
あ
り
な
が
ら
、
価
格
は

の
ワ
イ
ン
は
３
０
０
～
６
０
０
円
で
あ

る
。
Ｅ
Ｕ
諸
国
で
も
、
４
～
５
ユ
ー
ロ
程

度
（
約
５
０
０
円
）
だ
と
言
わ
れ
て
い

る
。
日
本
ワ
イ
ン
よ
り
か
な
り
安
価
で
あ

る
（
注
）。

注
：�「
日
本
ワ
イ
ン
」
は
、
国
内
最
大
規
模
の
北

海
道
ワ
イ
ン
は
１
１
０
０
円
位
の
カ
ジ
ュ

ア
ル
な
ワ
イ
ン
も
出
し
て
い
る
が
、
山
梨

勝
沼
の
ワ
イ
ナ
リ
ー
は
安
く
て
１
５
０
０

～
１
６
０
０
円
、
ほ
と
ん
ど
は
２
０
０
０

円
前
後
で
あ
る
。
新
興
産
地
の
ブ
テ
ィ
ッ

ク
ワ
イ
ナ
リ
ー
の
価
格
は
３
０
０
０
円
台

が
主
流
で
あ
る
。
日
本
ワ
イ
ン
は
高
い
。

米
国
よ
り
高
価
帯
で
供
給
し
て
い
る
。

表
３
は
米
国
に
お
け
る
平
均
価
格
帯
別

ワ
イ
ナ
リ
ー
数
で
あ
る
。
11
～
20
ド
ル
の

ワ
イ
ン
を
供
給
す
る
ワ
イ
ナ
リ
ー
が
全
体

の
30
％
、
20
～
30
ド
ル
が
31
％
。
つ
ま

り
、
10
～
30
ド
ル
で
61
％
を
占
め
る
。
１

０
０
ド
ル
以
上
（
約
１
万
円
以
上
）
の
ワ

イ
ン
を
供
給
し
て
い
る
ワ
イ
ナ
リ
ー
は
全

体
の
２
％
に
過
ぎ
な
い
。
カ
ジ
ュ
ア
ル
な

10
ド
ル
未
満
か
ら
１
０
０
ド
ル
以
上
ま
で

開
い
て
い
る
。
こ
れ
は
ワ
イ
ン
の
“
製
品

差
別
化
”
が
大
き
い
こ
と
を
示
唆
し
て
い

る
。
大
規
模
ワ
イ
ナ
リ
ー
は
廉
価
な
ワ
イ

ン
、
中
小
は
製
品
差
別
化
し
た
高
価
格
ワ

イ
ン
を
供
給
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

3

主
要
国
で
高
ま
る
輸
出
産
業
化

―
―
価
格
も
上
昇
し
成
長
産
業
に

６
ド
ル
／
㎏
、輸
入
価
格
は
１
・
２
ド
ル
）。

双
方
向
貿
易
は
米
国
、
イ
タ
リ
ア
で
も
然

り
で
あ
る
。
輸
出
も
あ
れ
ば
輸
入
も
あ
る

貿
易
形
態
を
示
す
グ
ル
ー
ベ
ル
＝
ロ
イ
ド

指
数
（Grubel-Lloyd�index

）
は
高
い

（
注
）。
た
だ
し
、
チ
リ
な
ど
途
上
国
は
輸

出
は
多
い
が
輸
入
は
少
な
い
。
一
方
通
行

で
あ
る
。

注
：�

Ｇ
Ｌ
指
数
が
高
い
場
合
、
双
方
向
の
貿
易

で
あ
り
、
逆
に
低
い
場
合
、
一
方
通
行
を

意
味
す
る
。
Ｇ
Ｌ
指
数
は
輸
出
と
輸
入
が

同
じ
額
で
あ
る
場
合
１
０
０
と
な
り
、
輸

出
あ
る
い
は
輸
入
の
い
ず
れ
か
が
０
の
場

合
０
と
な
る
）。

Ｇ
Ｌ
指
数
を
計
算
す
る
と
（
数
量
ベ
ー
ス
、

２
０
１
8
年
）、
フ
ラ
ン
ス
67
、
米
国
47
、

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
19
、
イ
タ
リ
ア
19
と
高

い
（
筆
者
計
算
）。
た
だ
し
、
双
方
向
貿
易

は
先
進
国
の
姿
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
、

発
展
途
上
国
の
Ｇ
Ｌ
指
数
は
、
ス
ペ
イ
ン

５
、
南
ア
4
、
チ
リ
０
と
低
い
。

輸
出
価
格
は
上
昇
ト
レ
ン
ド

金
額
ベ
ー
ス
で
ワ
イ
ン
輸
出
の
推
移
を

見
る
と
、
世
界
の
ワ
イ
ン
輸
出
は
２
０
０

０
年
の
１
２
７
億
ド
ル
か
ら
、
16
年
３
２

20

40
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160

180
（100万hl）

2
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1
8
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〜
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〜
10

01
〜
05

96
〜
00

91
〜
95

86
〜
90

年

消費

輸出

価格の幅（＄） 軒数 ％
1 ～ 10.99　 169 2

11 ～ 19.99 3,080 30

20 ～ 29.99 3,199 31

30 ～ 39.99 1,711 17

40 ～ 59.99 1,341 13

60 ～ 99.99 504 5

100+ 181 2

　全米 10,185 100

表３ ：平均価格帯別の米国ワイナリー数
　　　（2019年７月）

出所：Wines�Vines�Analytics�(https://wines
　　　vinesana�lytics.com/statistics/winery/)�

図１：西欧ワインの国内消費と
　　　輸出の推移

出所：OIV,�Vine�and�Wine�Outlook
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３
億
ド
ル
へ
と
、
年
率
６
％
の
伸
び
率
で

あ
る
（
Ｆ
Ａ
Ｏ
国
連
食
糧
農
業
機
関
統

計
）。「
成
長
産
業
」
と
言
う
に
相
応
し
い

高
い
伸
び
率
だ
。
数
量
ベ
ー
ス
の
伸
び
は

３
％
で
あ
る
か
ら
、
価
格
上
昇
の
効
果
が

大
き
い
（
図
２
・
表
５
参
照
）。

フ
ラ
ン
ス
ワ
イ
ン
の
平
均
輸
出
価
格
は

２
０
０
０
年
の
３
・
４
ド
ル
（
１
㎏
当
た

り
）
か
ら
、
17
年
６
・
６
ド
ル
へ
と
、
２

倍
近
く
上
昇
し
た
。
イ
タ
リ
ア
も
、
同
期

間
に
、
１
・
５
ド
ル
か
ら
３
・
１
ド
ル
へ

上
昇
し
た
。
平
均
輸
出
価
格
は
長
期
的
に

上
昇
ト
レ
ン
ド
に
あ
る
。

ち
な
み
に
、
平
均
輸
出
価
格
が
一
番
高

い
の
は
フ
ラ
ン
ス
で
あ
る
。フ
ラ
ン
ス
６
・

６
ド
ル
、
米
国
４
・
３
ド
ル
、
イ
タ
リ
ア

３
・
１
ド
ル
と
続
き
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

２
・
５
ド
ル
、
チ
リ
２
・
１
ド
ル
、
ス
ペ

イ
ン
１
・
４
ド
ル
、
南
ア
１
・
３
ド
ル
で

あ
る
（
17
年
、
Ｆ
Ａ
Ｏ
Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｔ
）。
先

進
国
の
価
格
が
高
く
、
途
上
国
に
な
る
に

し
た
が
っ
て
安
い
。
フ
ラ
ン
ス
の
輸
出
価

格
が
ダ
ン
ト
ツ
に
高
い
が“
ブ
ラ
ン
ド
力
”

で
あ
ろ
う
。

こ
の
輸
出
価
格
の
上
昇
は
、
人
手
不
足

な
ど
コ
ス
ト
上
昇
が
要
因
と
見
る
説
も
あ

る
が
、
果
た
し
て
ど
う
か
。
フ
ラ
ン
ス
の

場
合
、
国
内
価
格
上
昇
は
小
さ
い
。
ワ
イ

ン
の
消
費
者
物
価
指
数
は
06
年
か
ら
19
年

に
か
け
て
年
率
１
・
１
％
の
上
昇
で
あ

る
（
注
：
国
内
消
費
は

減
少
し
て
い
る
わ
け
だ

か
ら
、
価
格
上
昇
が
見

ら
れ
な
い
の
は
整
合
的

で
あ
る
）。
同
期
間
の

輸
出
価
格
は
年
率
２
・

３
％
上
昇
し
た
。

ワ
イ
ン
の
輸
出
価
格

は
、
国
内
物
価
指
数
よ

り
上
昇
率
が
高
い
。
輸

出
市
場
は
競
争
的
で

あ
る
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
価
格
上
昇
が
見
ら

れ
る
。
こ
れ
は
、
輸
入

国
側
の
ワ
イ
ン
輸
入
が

年
々
、
よ
り
高
級
品
に

移
っ
て
い
る
か
ら
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。

　
　

＊

以
上
の
よ
う
に
、
欧

州
の
ワ
イ
ン
産
業
は
自

国
の
消
費
は
減
っ
て
い

る
が
、
新
興
国
の
ワ
イ
ン
消
費
の
伸
び
を

反
映
し
て
、
輸
出
産
業
と
し
て
伸
び
て
い

る
。
成
長
市
場
で
あ
る
た
め
、
各
国
は
輸

出
競
争
力
を
強
化
す
る
た
め
、
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
に
も
積
極
的
な
よ
う
だ
。

日
本
は
、
世
界
の
ワ
イ
ン
業
界
で
は
マ

イ
ナ
ー
な
存
在
で
あ
る
。
１
人
当
た
り
消

費
量
は
３
・
２
ℓ
（
４
・
３
本
）
で
、
フ

ラ
ン
ス
68
本
、
イ
タ
リ
ア
59
本
に
比
べ
る

べ
く
も
な
い
。
輸
出
も
０
に
近
い
。
輸
入

だ
け
は
ト
ッ
プ
10
に
入
り
、
輸
入
依
存
度

は
74
％
と
高
い
。
典
型
的
な
輸
入
産
業
だ

（
表
４
参
照
）。

日
本
は
清
酒
が
あ
る
か
ら
、
そ
れ
で
い

い
と
ば
か
り
は
言
え
な
い
。
実
は
ワ
イ
ン

産
業
は
案
外
、“
公
共
性
”
を
持
っ
て
い

る
。
ブ
ド
ウ
栽
培
は
中
山
間
地
帯
の
傾
斜

地
や
、
耕
作
放
棄
地
の
活
用
が
多
く
、
地

域
振
興
に
役
立
っ
て
い
る
。こ
の
よ
う
に
、

ワ
イ
ン
産
業
は
公
共
性
を
実
現
し
て
い

る
。
平
野
部
の
水
田
に
基
盤
を
置
く
清
酒

よ
り
も
伸
ば
し
て
あ
げ
た
い
く
ら
い
だ
。
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出所：OIV（1人当たり消費は2017年）。
注：�下記項目は2017年値。イギリス生産・輸出、スペイン・南アフリカ・チリ・アルゼンチン・オーストラリア

の輸入、日本の生産・輸出、中国の輸出。

表４：主要国のワイン生産・消費・輸出入（2018年、単位1,000hl）

表５：フランスのワイン輸出推移

年 金額
100万＄

数量
千ｔ

輸出単価
＄/㎏

1980 1,735 887 1.96 

1985 1,918 1,161 1.65 

1990 4,255 1,231 3.46 

1995 4,561 1,140 4.00 

2000 5,044 1,482 3.40 

2005 7,015 1,368 5.13 

2010 8,392 1,411 5.95 

2015 9,145 1,452 6.30 

2017 10,256 1,552 6.61 

出所：FAOSTAT（図２は同資料の輸出金額データをグラフ化したもの）

図３：フランスワインの平均輸出価格

図２：フランスワインの輸出金額推移

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

12,000
（100万 $）

２
０
１
７

２
０
１
５

２
０
１
０

２
０
０
５

２
０
０
０

１
９
９
５

１
９
９
０

１
９
８
５

１
９
８
０

年

出所：FAOSTATから筆者計算。

生産
（A）

輸出
（B）

輸入
（C ） 

消費
（D）

1人当たり
消費 （ℓ）

輸出比率
（B/A）%

輸入依存度
（C/D）%

フランス 48,600 14,100 7,100 26,800 50.8 29.0 26.5 

イタリア 54,800 19,700 2,100 22,400 44.0 35.9 9.4 

スペイン 44,400 21,100 557 10,500 26.5 47.5 5.3 

ドイツ 10,300 3,700 14,700 20,000 27.7 35.9 73.5 

イギリス 30 876 13,200 12,400 23.4 106.5 

南アフリカ 9,500 5,300 169 4,300 11.2 55.8 3.9 

米国 23,900 3,500 11,500 33,000 12.4 14.6 34.8 

チリ 12,900 9,300 15 2,300 16.2 72.1 0.7 

アルゼンチン 14,500 2,800 810 8,400 26.8 19.3 9.6 

オーストラリア 12,900 8,600 922 6,000 30.0 66.7 15.4 

中国 9,100 94 6,900 17,600 1.7 1.0 39.2 

日本 796 2 2,600 3,500 3.2 0.3 74.3 

　世界計 292,000 108,000 107,000 246,000 37.0 43.5 
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農業は先進国型産業になった！
日本ワイン比較優位産業論　現地ルポ　第13 回〈番外編〉
世界ワインは成長産業か？ 西欧先進国は消費減、輸出伸長33

世
界
の
ワ
イ
ン
産
業
の
成
長
を
支
え
、
ま

た
ワ
イ
ン
の
輸
出
価
格
の
上
昇
を
誘
発
し

た
の
で
あ
ろ
う
か
（
た
だ
し
中
国
の
ワ
イ

ン
輸
入
価
格
は
必
ず
し
も
高
く
は
な
い
）。

ち
な
み
に
中
国
は
、
フ
ラ
ン
ス
、
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
、
チ
リ
か
ら
の
輸
入
が
多
い

（
表
７
）。
中
国
の
ワ
イ
ン
輸
入
は
こ
の
12

年
間
で
10
倍
に
な
り
、
世
界
第
５
位
の
ワ

フ
ラ
ン
ス
ワ
イ
ン
を
事
例
に
、
ワ
イ
ン

輸
出
の
実
態
を
見
て
み
よ
う
。
表
６
で
示

す
よ
う
に
、
西
欧
向
け
輸
出
は
軒
並
み
減

少
し
て
い
る
。
一
方
、
中
国
、
米
国
、
香

港
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
な
ど
新
興
国
向
け
は

増
え
て
い
る
。
一
番
伸
び
た
の
は
中
国
向

け
で
あ
る
。
こ
の
12
年
間
で
、
中
国
向
け

は
30
倍
も
増
え
た
。中
国
の“
爆
買
い
”が
、

イ
ン
消
費
国
に
な
っ
た
。
フ
ラ
ン
ス
依
存

度
は
高
ま
る
方
向
に
あ
る
。

中
国
の
輸
入
価
格
は
、
輸
出
国
に
よ
っ

て
違
う
。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
及
び
フ
ラ
ン
ス�

の
ワ
イ
ン
は
約
５
ド
ル
／
㎏
と
高
い
。
対

し
て
ス
ペ
イ
ン
ワ
イ
ン
は
１
・
５
ド
ル
、
チ�

リ
ワ
イ
ン
は
２
・
５
ド
ル
と
安
価
で
あ
る
。

生
産
・
消
費
・
輸
出
入
ラ
ン
キ
ン
グ

最
後
に
、
各
国
の
位
置
づ
け
の
た
め
、

ラ
ン
キ
ン
グ
を
示
し
て
お
こ
う
（
表
８
）。

フ
ラ
ン
ス
は
今
や
、
生
産
も
消
費
も
２

位
で
あ
っ
て
、
１
位
で
は
な
い
。
輸
出
も

３
位
で
あ
る
（
注
：
金
額
ベ
ー
ス
で
は
１

位
）。
西
欧
で
は
ス
ペ
イ
ン
の
躍
進
、
消

費
で
は
米
国
の
増
大
が
目
立
つ
。
ス
ペ
イ

ン
は
輸
出
１
位
で
あ
る
。
下
剋
上
の
ご
と

く
、
変
化
が
見
ら
れ
る
。

ド
イ
ツ
、
イ
ギ
リ
ス
は
輸
入
の
１
位
、

２
位
で
あ
る
。
中
国
は
、
生
産
は
10
位
、

消
費
５
位
、
輸
入
５
位
で
あ
る
。

日
本
は
ト
ッ
プ
10
の
ラ
ン
キ
ン
グ
表
で

は
、よ
う
や
く
輸
入
で
顔
を
出
す
。
生
産
、

消
費
、
輸
出
で
は
い
ず
れ
も
姿
が
見
え
な

い
。
日
本
は
ワ
イ
ン
小
国
で
あ
る
（
注
：

日
本
の
数
値
は
輸
入
果
汁
か
ら
造
る
「
国

産
ワ
イ
ン
」
を
含
む
）。
日
本
は
世
界
の

ワ
イ
ン
動
向
か
ら
何
を
学
ぶ
か
。

　
　
　
　
　

＊

本
稿
は
、
世
界
ワ
イ
ン
事
情
の
統
計
的

把
握
で
あ
る
。
概
観
は
得
ら
れ
た
と
思

う
。
し
か
し
、
ワ
イ
ン
ビ
ジ
ネ
ス
に
触
れ

る
こ
と
は
少
な
か
っ
た
。
ワ
イ
ン
企
業
の

行
動
様
式
、
特
に
価
格
形
成
な
ど
、
産
業

組
織
論
上
の
興
味
あ
る
論
点
は
別
途
の
機

会
が
必
要
だ
。
そ
れ
で
も
、
米
国
で
さ
え

小
零
細
規
模
の
ワ
イ
ナ
リ
ー
が
存
在
し
て

い
る
（
む
し
ろ
増
え
て
き
て
い
る
）
こ
と

は
、
日
本
の
ワ
イ
ン
産
業
の
未
来
論
に
示

唆
を
与
え
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
ワ

イ
ン
は
製
品
差
別
化
の
大
き
い
産
業
で
あ

る
こ
と
も
、
日
本
の
小
規
模
ワ
イ
ナ
リ
ー

の
未
来
に
示
唆
を
与
え
て
い
る
。

4

新
興
国
向
け
輸
出
が
増
大

―
―
ワ
イ
ン
小
国
日
本
は
世
界
動
向
か
ら
何
を
学
ぶ
か

ドイツ ▼14,100

イギリス ▼88,922

中国 267,561

米国 56,724

ベルギー ▼36,495

オランダ ▼23,150

日本 ▼7,439

カナダ 614

スイス ▼13,394

スウェ―デン 24,387

デンマーク ▼18,914

イタリア ▼5,337

香港 9,790

シンガポール 10,374

世界 130,969

出所：FAOSTAT.
注：�2005年値は04～ 06年の３年
平均。

表６： フランスワイン輸出
量の輸出先別増減

　　　――2017年の
　　　2005年対比増減量
　　　（ｔ）

輸入相手国 年 数量
（ｔ）

金額
（千＄）

単価
（＄/ｔ）

アルゼンチン
2005 3,423 2,437 712

2017 5,036 22,212 4,411

オーストラリア
2005 8,577 14,999 1,749

2017 143,196 727,607 5,081

チリ
2005 10,091 17,957 1,779

2017 130,174 328,736 2,525

フランス
2005 7,354 24,927 3,390

2017 230,067 1,103,965 4,798

イタリア
2005 4,545 6,386 1,405

2017 37,238 161,757 4,344

南アフリカ
2005 277 705 2,544

2017 16,192 29,538 1,824

スペイン
2005 18,537 11,865 640

2017 133,711 193,869 1,450

米国
2005 2,608 4,916 1,885

2017 12,618 81,802 6,483

世界
2005 71,194 88,686 1,246

2017 745,364 2,797,576 3,753
出所：FAOSTAT.
注：2005年値は04～ 06年の３年平均。

表７：中国のワイン輸入（国別、数量、金額、単価）

位 生産 消費 輸出 輸入

1 イタリア 54.8 米国 33.0 スペイン 21.1 ドイツ 14.7 

2 フランス 48.6 フランス 26.8 イタリア 19.7 イギリス 13.2 

3 スペイン 44.4 イタリア 22.4 フランス 14.1 米国 11.5 

4 米国 23.9 ドイツ 20.0 チリ 9.3 フランス 7.1 

5 アルゼンチン 14.5 中国 17.6 オーストラリア 8.6 中国 6.9 

6 チリ 12.9 イギリス 12.4 南アフリカ 5.3 カナダ 4.2 

7 オーストラリア 12.9 ロシア 11.9 ドイツ 3.7 オランダ 4.2 

8 ドイツ 10.3 スペイン 10.5 米国 3.5 ロシア 4.1 

9 南アフリカ 9.5 アルゼンチン 8.4 ポルトガル 3.0 ベルギー 3.0 

10 中国 9.1 オーストラリア 6.0 アルゼンチン 2.8 日本 2.6 

日本 1.1 日本 3.6 日本 0.0 イタリア 2.1 

世界 292.0 246.0 108.0 107.0 

表８：世界のワイン生産・消費・輸出入ランキング（2018年、単位100万hl）

出所：OIV,�2019�Statistical�Report�on�World�Vitiviniculture.（トップ10＋日本）。


